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この広報誌は赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。

～主な内容～

◆地域支え合いセンターについて

◆赤い羽根共同募金のお礼

◆一人だけの金婚式について

◆地域福祉権利擁護事業について

◆いきいき百歳体操の紹介



『 芦北町地域支え合いセンター 』
☎０９６６(８６)０２９４ ※月曜日～金曜日の８：３０～１７：３０まで

住所：葦北郡芦北町大字湯浦１４３９-１（芦北町社会福祉協議会内）

プライバシーは固くお守りします。安心してご相談ください

令 和 ２ 年 ７ 月 豪雨 災 害 に お け る 被災 者 の 方 々 の 孤 立防 止 等 の 見 守 り 、

日 常 生 活 の 相 談 支援 及 び 生 活 支 援 、住 民 同 士 の 交 流 機会 の 提 供 、 地 域

社 会 へ の 参 加 促 進な ど 様 々 な 事 業 に取 り 組 み ま す 。

地域支え合いセンターの活動がはじまりました

主任生活支援相談員１名、生活支援相談員１名、生活支援補助員１５名(うち、民生委員児

童委員協議会より１１名)が配置され、電話や訪問による見守り支援、生活課題の把握に努め

ています。

訪問させていただきますので、生活の様子や健康状態などをお聞かせください。

支え合いセンターの体制

たとえば ・・・

◆ 各種福祉サービスや生活再建支援等のお手伝い ◆ 訪問による見守りや生活の困りごと相談

◆ 地域コミュニティづくり など

主 な 活動

⚫ 総合相談受付（各関係機関との連携）

⚫ 見守り安否確認

⚫ 個別訪問、巡回訪問による困りごとの発見

⚫ 仮設住宅等でのサロン活動

⚫ 支え合いセンター連携会議の実施等
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▲ 訪問時の様子

▼ 仮設住宅での研修の様子

主任生活支援相談員

木川 誠

生活支援相談員

漆山 明美

生活支援補助員

松本 清

生活支援補助員

屋野 里美

生活支援補助員

釜 義則

生活支援補助員

釜 ちづ子



認 定 こ ど も 園 すく す く で は 、 赤 い羽 根 共 同 募 金 か らの 助 成 を 受 け て 園庭 に 遊

具 「 ぞ う さ ん 滑 り台 」 を 設 置 さ せ てい た だ き ま し た 。

天 気 の い い 日 には 、 子 ど も た ち も行 列 を つ く っ て お外 遊 び を 楽 し ん でい ま す 。

階 段 を 登 る 、 すべ る 、 ス ピ ー ド を感 じ る な ど 、 子 ども の 運 動 能 力 を 伸ば す こ

と に も 大 い に 役 立っ て い ま す 。

赤 い 羽 根 共 同 募金 に ご 協 力 い た だい た 皆 さ ま の 温 かい お 気 持 ち に 感 謝し 、 大

切 に 使 い た い と 思い ま す 。

特 定 非 営 利 活 動 法 人 愛 々 舎 認 定 こ ど も 園 す く す く

共 同 募 金 会 芦 北町 分 会 で は 、 令 和２ 年

１ ０ 月 １ 日 ～ １ ２月 ３ １ 日 ま で 赤 い羽 根

共 同 募 金 運 動 を 実施 し ま し た 。 皆 様か ら

い た だ い た 募 金 は熊 本 県 共 同 募 金 会を 通

じ て 、 来 年 度 の 芦北 町 で の 福 祉 活 動に 活

用 さ れ ま す 。 １ １月 末 時 点 の 募 金 額は 下

記 の と お り で す 。ご 協 力 あ り が と うご ざ

い ま し た 。

な お 、 「 令 和 ２年 ７ 月 豪 雨 災 害」等 災

害 義 援 金 の 受 付 につ い て は 、 随 時 行っ て

い ま す 。 義 援 金 は、 被 災 県 に 設 置 され た

義 援 金 配 分 委 員 会を 通 じ 、 全 額 を 被災 さ

れ た 皆 様 に 届 け られ ま す 。

募金名 件 数 金 額(円)

戸別募金 ４，８５６ ４，７９８，５００

職域募金 ３６ ７３，６４１

その他の募金 １５ １４９，７４９

合 計 ４，９０７ ５，０２１，８９０

赤い羽根共同募金のつかいみち「はねっと」もご覧
ください。
http://hanett.akaihane.or.jp/hanett/pub/home.do

地区名 助成内容

海浦２地区 座椅子２４脚

国見地区 ベンチ３台

大野地区 ベンチ１台

米田地区 ベンチ３台

花岡西地区 ベンチ３台

大尼田地区 ベンチ３台

▲ 海浦2地区の座椅子 ▲ 国見地区のベンチ

赤い羽根共同募金のお礼 地域の集まりに活用されています

社 会 福 祉 協 議 会で は 、 公 民 館 や 集

会 所 を 単 位 と し た小 地 域 を 対 象 に 、

地 域 ふ れ あ い 拠 点づ く り に 係 る 助 成

を 行 っ て い ま す 。

今 年 度 、 下 記 の地 区 へ 助 成 を 行 い

ま し た 。

ありがとう！赤い羽根共同募金
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▲ 車いす体験の様子

民生委員も災害ボランティア
センター運営お手伝いに‼

令 和 ２ 年 １ ０ 月３ ０ 日 ( 金 ) 田 浦 小学

校 ３ 年 生 ２ ５ 名 を対 象 に 、 福 祉 体 験講

座 を 実 施 し ま し た。

車 い す 体 験 で は、 実 際 に 車 い す を使

用 し 、 介 護 を 受 ける 人 、 介 護 を す る人

の 気 持 ち を 考 え まし た 。

ま た 、 全 盲 者 体験 で は ア イ マ ス クを

使 用 し 教 室 を 歩 いた り 、 物 を 探 し たり

実 際 に 点 字 器 具 を使 用 し 点 字 を 書 いて

読 ん だ り す る こ とも 実 施 し ま し た 。体

験 す る こ と で 目 の見 え な い 人 へ の 接し

方 に つ い て 考 え まし た 。

こ の 体 験 を き っか け に 、 さ ら に 福祉

に 対 す る 理 解 を 深め て ほ し い と 思 いま

す 。

福祉体験講座を実施！
田浦小学校にて

広報きずな 4

社会福祉協議会へ
ご寄付をいただきました

八 幡 荘 デ イ サー

ビ ス セ ン タ ー をご

利 用 中 の 福 島 辰美

様 （ 井 牟 田 ２ )は 、

１ ２ 月 ２ ５ 日 でめ

で た く １ ０ ０ 歳を

迎 え ら れ ま し た 。

こ れ ま で の 支 援に 対 す る 感 謝 の 気持

ち と し て 、 社 会 福祉 協 議 会 へ ご 寄 付を

い た だ き ま し た 。

こ の 使 途 に つ きま し て は 、 社 会 福祉

事 業 の 充 実 の た め、 有 効 に 活 用 さ せて

い た だ き ま す 。

こ れ か ら も 健 康で お 過 ご し く だ さい 。

あ り が と う ご ざい ま し た 。

芦北高校福祉科にて

認知症サポーター養成講座
１ ２ 月 ２ 日

に 芦 北 高 等 学校 福

祉 科 １ 年 生 を対 象

に 開 催 し 、 ２７ 名

の 生 徒 が 認 知 症サ

ポ ー タ ー と な り まし た 。

講 座 で は 、 認 知症 キ ャ ラ バ ン メ イト

の 皆 さ ん が 講 師 を務 め 、 認 知 症 の 症状

や 予 防 、 認 知 症 の方 へ の 接 し 方 等 につ

い て 寸 劇 や 脳 ト レを 交 え た 説 明 に 、生

徒 の 皆 さ ん は 真 剣に 聞 き 入 り 、 時 折、

笑 顔 も 見 ら れ ま した 。

芦 北 町 地 域 包 括支 援 セ ン タ ー で は、

地 域 、 学 校 、 サ ーク ル 等 か ら の 「 認知

症 サ ポ ー タ ー 養 成講 座 」 の 開 催 を 随時

受 け 付 け て い ま す。

ま ず は 、 お 気 軽に お 電 話 く だ さ い。

【問い合わせ先】

芦北町地域包括支援センター ☎０９６６(８６)２２７０

( 水 )

令 和 ２ 年 ７ 月 豪 雨 災 害 で 設 置 さ れ た 、

「 芦 北 ・ 津 奈 木 広 域 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア

セ ン タ ー 」 で 、 芦 北 町 民 生 委 員 児 童 委

員 協 議 会 か ら も セ ン タ ー 運 営 に ご 協 力

を い た だ き ま し た。

ボ ラ ン テ ィ ア 参 加 者 の 受 付 を 行 う 受

付 班 や 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 へ 行 か れ る

方 へ 作 業 道 具 を 貸 し 出 す 資 材 班 、 活 動

を 終 え ら れ た 参 加 者 へ 労 い の 声 か け と

ド リ ン ク の 配 布 も し て い た だ き ま し た 。

皆 さ ま あ り が とう ご ざ い ま し た。

▲ 全盲者体験の様子



主な仕事内容・・・

・草刈り

・草取り

・庭木の剪定

・施設管理

・施設清掃

・温泉施設清掃など

シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー で は 、 新 会

員 を 募 集 し て い ます 。

町 内 在 住 で お お む ね ６ ０ 歳 以 上 の

健 康 で 働 く 意 欲 が あ る 方 な ら ど な た

で も 入 会 で き ま す。

入 会 に つ い て は 随 時 受 け 付 け て お

り ま す 。

ま ず は 気 軽 に ご連 絡 く だ さ い。

【問い合わせ先】芦北町シルバー人材センター
☎０９６６(８６)０２９４

【問い合わせ先】
地域福祉係 ☎０９６６(８６)０２９４

【問い合わせ先】
地域福祉係 ☎０９６６(８６)０２９４

地域の声をお聞かせ下さい
～ 地域におじゃまします ～

今 年 度 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症

の 流 行 や ７ 月 豪 雨 災 害 の 影 響 に よ り 、

地 域 で の 活 動 が 難 し い 状 況 で は あ り ま

す が 、 感 染 症 対 策 を 十 分 行 い な が ら 地

域 で 集 ま る 機 会 へ 参 加 さ せ て い た だ い

て お り ま す 。

今 後 も 皆 さ ん の 地 域 へ お じ ゃ ま し て 、

地 域 福 祉 活 動 へ の 支 援 を し て い き た い

と 思 い ま す の で よ ろ し く お 願 い し ま す 。

箙瀬地区 白石地区

計石東・計石西地区

ご 夫 婦 揃 っ て５０ 年 を 迎 え る こ とが

で き な か っ た 方 を対 象 に 、 こ れ ま での

労 を ね ぎ ら い 、 高齢 者 福 祉 の 推 進 を図

る こ と を 目 的 に 「一 人 だ け の 金 婚 式」

表 彰 を 実 施 し ま す。 な お 、 今 年 度 は新

型 コ ロ ナ ウ イ ル ス感 染 症 拡 大 防 止 の為

伝 達 の み 行 い ま す。

お 申 し 込 み 、 お問 い 合 わ せ に つ きま

し て は 令 和 ３ 年 ２月 １ 日 ( 月 ) ま で に、

社 会 福 祉 協 議 会 へご 連 絡 を お 願 い 致し

ま す 。

【問い合わせ先】
地域福祉係 ☎０９６６(８６)０２９４

人だけの金婚式
～あなただけの金婚式～
一

シルバー人材センター
会員募集‼

～ ご利用できる方 ～

認知症・知的障害・精神障害などにより

判断能力が低下され、日常生活に不安が

ある方。

ご本人にこのサービスを利用する意思が

あり、契約内容がある程度理解できる方。

～ 主なサービス内容 ～

◆大切な通帳や証書などを安全な場所で

お預かりし、毎日の暮らしに欠かせない

お金の出し入れをお手伝いします。

◆日常生活に必要な事務手続きのお手伝いを

します。

～悩みを抱え込まないで気軽にご相談を～

地域福祉権利擁護事業

シルバー人材センター事業
マスコットキャラ
「チエブクロー」
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私たちが訪問いたします‼

【問い合わせ先】介護保険事業係 ☎０９６６(８６)０２９４

生活援助

掃除、洗濯、調理、買い物などの

家事の援助。

身体に直接触れない範囲の身の回り

のお世話です。

身体介護

排せつ、食事、入浴、着替え介助等。

身体に直接触れて行う介助と、それ

に伴う準備と片付けです。

▲ ベッド型のマッサージ器は
大人気です

▲ 民生委員さんも大活躍です▲ たくさん収穫できました
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香
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令
和
２
年
９
月
１
日

～

令
和
２
年
１
１
月
３
０
日
受
付
分
（
敬
称
略
）

香
典
返
し

【
９
月
】

・
中
島

智
子

大
尼
田

（
故
中
島

成
男
）

・
告
坂
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志

田
浦
１
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）
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一
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１
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山
本

京
子

湯
浦
東

（
故
山
本

勲
）

【

月
】

・
才
木

晃

花
岡
東

（
故
才
木
ミ
ツ
エ
）

・
新
村

安
雄

白
岩

（
故
新
村

文
子
）

・
永
田
ヨ
シ
子

道
川
内
西

（
故
小
川

雪
男
）

・
平
生

義
則

平
生

（
故
平
生
フ
ミ
エ
）

・
川
上

渡

白
岩

（
故
川
上
荘
一
郎
）

・
松
永

昭
夫

田
浦
２

（
故
松
永
ミ
ツ
エ
）

・
正
林

民
治

田
浦
町
３

（
故
正
林

節
子
）

・
宮
﨑

照
美

乙
千
屋

（
故
眞
弓

サ
チ
）

・
山
下

正

熊
本
市

（
故
山
下
ス
ミ
エ
）

・
渕
上

達

米
田

（
故
渕
上

エ
ツ
）

・
渡
邊

一
義

大
岩
１

（
故
渡
邊
ハ
ル
子
）

・
平
木

初
美

芦
北

（
故
江
口

子
）

・
永
尾

一
昭

田
浦
町
１

（
故
永
尾

京
子
）

・
宮
下

弘
子

大
川
内
南

（
故
村
上
ノ
リ
子
）

・
寺
川

昇

宮
崎

（
故
寺
川

是
光
）

・
橋
本

輝
久

湯
浦
南

（
故
橋
本

文
江
）

・
本
田

緑

向
町

（
故
本
田

禎
宏
）

・
立
岩
登
紀
子

天
月

（
故
才
畑
フ
ミ
エ
）

【

月
】

・
田
中
由
美
子

花
岡
西

（
故
田
中

賢
次
）

・
緒
方

晴
人

大
川
内
西

（
故
緒
方
フ
サ
子
）

・
藤
﨑

英
夫

古
石
北

（
故
藤
﨑
ミ
チ
子
）

・
藤
井

誠

水
俣
市

（
故
藤
井
シ
ヅ
子
）

・
田
中

昇

海
浦
２

（
故
田
中
セ
ツ
子
）

・
三
島

栄
喜

計
石
東

（
故
三
島
サ
ツ
エ
）

・
山
下

修
一

計
石
西

（
故
山
下

末
長
）

・
山
川
マ
ス
エ

湯
浦
南

（
故
山
川

幹
雄
）

・
宮
内

道
則

白
岩

（
故
宮
内
ハ
ル
ノ
）

・
野
田

隼
人

小
田
浦
６

（
故
野
田

勝
則
）

・
地
方

純
夫

大
川
内
南

（
故
地
方

ミ
ネ
）

・
小
﨑

哲
也

女
島
西

（
故
小
﨑
マ
ツ
子
）

・
田
中

正
司

鶴
木
山

（
故
田
中
セ
ツ
コ
）

・
森
山
ヨ
シ
子

井
牟
田
１

（
故
馬
場
サ
ユ
キ
）

１０１１



おもりを使った体操で、誰でも簡単に取り組めます。週１～２回行うことで効果

が出ると言われています。

令和２年夏/秋号から“いきいき百歳体操”を紹介しています。

今号は、椅子からの立ち上がり運動を紹介します。無理のない範囲で取り組みま

しょう。

【問い合わせ先】芦北町地域包括支援センター ☎０９６６(８６)２２７０

〒
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行
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和
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５
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発
行
・
編
集
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芦
北
町
社
会
福
祉
協
議
会

印
刷

/
 (
有
)
芦
北
綜
合
印
刷

１、２、３、４ …と声を出しながら数え、１０セット を目標に行いましょう！

椅子からの立ち上がり運動

レッツ‼“いきいき百歳体操 ”

こちらのＱＲコードから

❝ いきいき百歳体操

くまもと県バージョン ❞

のｙｏｕｔｕｂｅへアクセス
できます!!

太ももの前、お尻の後ろ、

ふくらはぎの筋肉を鍛え、

椅子からの立ち上がりが楽に

なり、転びにくくなります。

両足を肩幅程度に開き、胸の前で

手を交差します
０ １

足を踏ん張り上半身をゆっくり前に

倒し、同様にゆっくり戻します
０ ２ 体を前に倒しながらゆっくり立ちます

同様に体を前に倒しながらゆっくり

座ります

０ ３

座って行う場合


